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変動期における中国家庭の階層移動と教育戦略

一8つ の家庭 の イ ンタビュー分析 を手がか りとして 一

張 建

【要 旨 】,

現代の中国 において経済構造の大 きな変化 とともに、社会構造 も大 きく変 わっている。中国社会 の階層化に伴 っ

て、教育資源の配分 とそれへの接近の仕 方 も、昔 と大 き く変わ りつつある。家庭背景が子 どもの教育機会、学 業達

成 に及ぼす影響は、 ます ます増大する と考 えられ る。

本稿 は、中国東部 にあ る都市の8つ の家庭の分析 を通 じて、各家庭の所有する資 本 と教育戦略 選択の実態 を明 ら

かにす るとともに、変動期 におけ る中国都 市部 の各階層の変化が子 どもの学業達成 に与える影響 と、その メカニズ

ムを分析することを目的 とした。

1.は じめに

現 在、 中国 に は激 しい 社会 変動 が 見 られ る。経 済 構造 の大 きな変 化・とと もに、社 会構 造 も大 き く変化 し

てい る。1970年 代 までの 「平 均 化」 社 会形 態 が 、現 在 の階層 の多 様化 した 社会 形 態へ と変 化 しつつ あ る。

社 会構 造 が著 し く分 化 し、職 業 を基 準 とす る新 しい社 会階層 分 化 メカニ ズ ムが 、 これ まで の政 治 、戸 籍 、

行 政 の身 分 を根 拠 とす る分 化 メカニ ズ ム に次 第 に取 っ て代 わ る よ うに なっ たか らであ る。 従来 の 「2つの

階級 、1つ の階層 」(労 働者 階級 、農民 階級 と知識 人 階層)か らなる社 会構 造 は 、10階 層 に分 化 した社 会構

造 に変 化 した と され る(陸 学 芸2002)。 社 会 階層 分 化 の進 行 とと もに、 中国 にお い て多様 な社 会問題 が

発生 して きた。 特 に都 市部 で深 刻 化 して いる の は、失 業 問題 、貧富 格差 の拡 大 の問題 な どで あ る。 中国 の

国 家統 計 局 に よる と、所 得 の上 位20%の 市民 と下位20%の 市 民 の格 差 は3倍 で 、 さ らに上 位 と下位 そ れ ぞ

れ10%の 間 に見 られ る所得 格 差 は4倍 に もな って い る(張 紐 尋2001)。

中 国社 会の 階層 分 化 に伴 って 、教 育資 源 の 配分 とそ れへ の接 近 の仕 方 も、 昔 と大 き く変 わ りつ つ あ る。

家庭 背 景が 子 どもの教 育機 会 、学 業達 成 に及 ぼす 影響 は 、 ます ます増 大 す る と考 え られ る。特 に現 在 、義

務教 育段 階 で も、 名 門学 槙 及 び ょ りよい学 校 は多 額 の寄付 金 を徴 収 して い る。事 実、 子 どもが名 門学校 及

び よ りよい学 校 に入学す るか否 か は、家 庭 の経 済力 と社 会背 景 に左 右 され てい る。

本論 文 は、 中 国東 部 の あ る都 市 の8つ の 家庭 の分 析 を通 じて 、 各家 庭 の所 有す る資 本 と教 育 戦略 選択 の

実態 を明 らか にす る と と もに、変動 期 に おけ る 中国都 市部 の 各階層 の変 化が 子 ど もの学 業達成 に与 える影

響 と、 その メ カニ ズ ムを分析 して い くこ とを 目的 とす る。

本 論文 の構 成 は 、 まず 第2節 で分 析 の理論 的枠 組 み を明確 に し、第3節 で 調査 の概 要 を説 明 す る。 そ して

第4節 で、8つ の 家庭 を上 層 家庭 と下層 家 庭 に分 け て それ ぞ れの 家庭 の 社会 的 移動 の 実態 を描 き出 す。 第5

節 で は階層 ご とに成 績 の いい生 徒 の家庭 とよ くない生 徒 の家庭 に見 られ る資 本構 造 と教 育戦 略 の分析 に当

た る。 そ して、 第6節 で 文章 の全 体 の考 察 を行 う。

2♂ 分析の理論的枠組み

本研究は、中国における各階層の家庭の文化資本の構造と教育戦略の特徴を明らかにする上で、ブルデ

ューの 「文化資本」の理論とコールマン(ρ「社会関係資本」の理論を重要な参考とする。

P.ブルデューは文化的再生産論において、階級の文化資本の所有状況は子どもの教育達成に決定的な影

響を与えていると論 じ、労働者家庭の子どもたちは、文化資本を身につける容易さと文化資本を獲得しよ
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う とす る傾 向 とい う二 重 の意 味 にお い て、 不利 な立場 に置 か れて い る と指 摘 して いる 。文 化資 本 は 、3つ

の形態 におい て存 在 しうる。 つ ま り、身体 化 された形 態 、客 体化 された形 態 、 そ して制度 化 された形 態 で

ある 。 これ ら資 本の 各形 態 は、特 定 の条 件 で互 い に転 化す る事 が で きる(P.Bourdieul986)。 文 化 的再 生

産論 の文脈 にお いて 、P.ブ ル デ ュー は基本 的 に文 化資 本 に 「個 人的 」 あ るい は 「家 族総 体 的」 な所有 とい

う属性 を与 えて い る。そ の上 、Pブ ルデ ュ ーは 「拡 大家 族」 あ るい は 「家 族集 団」 に属 す る高 度教 育 終 了

者 また在学 者 の存 在 は、 その家 庭 に とっ て特 別 な文化 的情 況 だ と指摘 してい るが 、 それ を 「家庭 環境 の特

異性 」 と見 て、 具体 的 な分析 を しなか った(P.ブ ルデ ュ ー1964=1997pp.46-47)。

P.ブ ル デ ュー の理論 と部 分 的 に重 な るが 、 コ ール マ ンは 自分 自身 の資 本概 念 を提 出 して い る。 つ ま り、

子 どもの学 業達 成 に影響 す る資 本 を物 的資 本(PhysicalCapitaD、 人的 資本(HumanCapita1)、 社 会 関係 資

本(Soc副CapitaDの3つ に分 類 した。 コー ルマ ンは社 会 関係 資 本 の役割 を重 要視 し、 家庭 が 所有 す る資

本 の他 の形 態 は、社 会 関係資 本 を媒 介 して のみ機 能 しうる と主張 す る(」 ㎜esS.Colemanl988)。

本 論文 におい て 、文 化資 本 と社会 関係 資 本 の概念 に従 って 、各 家庭 の資 本 の所 有状 況 と教育 戦 略ぺ の影

響 を考 察す る。 また 、教育 戦 略 は、P。ブ ルデ ュ ーの文 化 的再 生 産論 にお い て意識 され ない 側面 も含 まれ て

い るが 、本 論 文 で は、 「戦略 は当該 社 会状 況 にお いて 、 自 らの 目的 の ため に動 員 可能 な資 本 を動員 可 能 な

経験 則 に した が って能 動 的 に使 用す る こ と」(米 村1999p。8)と い う定義 を参考 に して 、家 庭 の教 育 戦

略 の意識 的 な部 分 に焦点 を当て たい 。

3.調 査の概要

本研 究 で は、 中 国L市 にあ るY中 学 校N組 を中心 に、2回 に わた って、 現 地調 査 を行 った 。第1回 調査 は

2002年4月8日 一4月29日(中 学校2年 第2学 期)の3週 間で 、第2回 調 査 は9月!日 一9月21日(中 学 校3年 第1学

期)の3週 間で あ る。主 な研 究方 法 は、 ア ンケ ー ト調 査 と現場 観 察 、 イ ンタ ビュー調査 であ る。

イ ンタビュ ーの対 象 は、 「目的サ ンプ リ ング法 」 を用 い て、 「上層 家庭 の成績 上 の生 徒」、 「上 層 家庭 の成

績 下の生 徒」、「下層 家庭 の成 績上 の生 徒」、 「下 層 家庭 の成 績下 の生 徒 」の4つ の カテ ゴ リー1)を 設 定 した。

そ して ア ンケ ー ト調 査 か ら得 た情報(成 績 と家 庭 の階層)に よって、 イ ンタ ビューが 可能 な対 象 を選 出 し

た。 実 際許 可 を得 て イ ン タビュ ー を実 施 したの は8つ の 家庭 であ った。 その 構成 は、表1の 通 りで あ る2)。

イ ンタ ビュー は平 日の夜 あ る いは週 末 に、 生徒 の家 に1時 間30分 か ら2時 間30分 の訪 問 を して 実施 した。親

の要 求 に応 じ、 家庭 以外 の 所で イ ンタ ビュー を実施 した ケー スが1件 あ った 。 イ ン タビュー の対 象 は、 父

親 か母親 あ るい は両 親で あ る。

表1調 査対象の構成表
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ゴ 下 蠣 鑑 蜷 船 磁 蔽 融 紡 20 融

カン 下 捕 輔 繍 12 磁 燈 融 紡 50 蝋
サイ 上 枷 囎 燃 2.鵠 囎 蔽 磁 ない 伽 嫌
チン 上 桶 燃 ㈱ 2.ユ6 嚇 蔽 融 紡 loo 鰍
レ 上 下層` ㈱ 燃 工04 聴 堺弓学校 専門学校 泌 1釦 卿
匹 下 禰 ㈱ 辮 夏.6z 嚇 蔽 徽 ない 20 専門学校

砂 下 冊 癒 釈 ZO4 囎 徽 轍 ない 5 専門学校
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4。8つ の家庭に見られる社会階層変動

8人 の生 徒 の 家庭 に は、 中 国の社 会 変動 と共 に 、 この十 数 年間 で大 きな変 化 が生 じた。 これ らの生 徒 の
'家庭の 変化 は

、中 国社 会の 急速 な変 化 を反 映 して い る。親 た ちの 内、高 級 管理 職 、企業 主 な どに な った者

もい るが、 元工 場 の労働 者 で、企 業 の不 況 に よって失 業 し、 生活 が苦 しい状 態 に陥 って いる親 もい る。

4.1上 層 に上 が っ た家 庭

新 しく形成 され てい る中 国の社 会構 造 の 中で 、職 業 を基準 と して 各階層 は序列 化 され てい る。そ の中 で、

社 会の 上層 に分 類 され るの は 、組織 的 資 源(権 力資 源)、 経 済 的資 源 、 文化 的資 源 の 三種 類 の資 源 を優 越

に占有 して いる 人た ちであ る。 本論 文 にお いて 、上 層 に属 す る家 庭 は オモ くん、 ゴ くん 、 カ ン くんの3つ

の 家庭 であ る。

【ケ ース1】 オモ くん の家 庭 オモ くん の父 親 は 山東省 の 田 舎の 出 身で 、祖 父 は農 村 の小 学 校 の校 長

であ った 。 オモ くん の父親 は小 さい時 か ら勉 強が好 きで 、ず っ と成 績 が 良か っ た。 中国 の文 化大 革命 が

終 わ った翌 年 に 、大学 受験 制度 が復 活 した。 は じめ ての受 験生 と して、北 京 の ある大 学 に進学 した。 大

学 卒業 後 、現在 の職場 に就 職 して 、ず っ と金属 防腐 につ いて の研 究 を して きた。 そ の研 究 の業 績 の積 み

重 ね に よって 、研 究所 の所 長 に昇進 した。 中 国政府 の 「五 ・一労働 賞」 を受賞 した こ と もあ る。 オモ く

んの母 親 はL市 の 出 身で 、大 学 卒 業後 、医 者 と して 、市 立病 院 で働 い て きた。 オモ くんの 父親 の説 明 に

よる と、家 の面 積 は100平 方 メ ー トル で、L市 の 平均 水 準 と比 べ て 高 い レベ ルで あ る が、 現在 、別 荘 地

の住宅 を買 い求 め てい る とい う。

【ケ ース2】 ゴ くん の家 庭 ゴ くん の両 親 は 、 と もにL市 の周 辺 地域 に生 まれた 。 親戚 は大体 この 地

域 に住 ん でい る。父 親 の親 は 、 肉体 労働 者 で あ った。 母親 の親 は、昔 は農 業 に従事 して いたが 、.都市 の

開発 とと もに土 地 を失 っ て、商 店 の経営 を始 めた 。父 親 は17歳 の時 に学 校 をや め、港(p都 市 で働 き始 め

た。貧 しい生活 か らの脱 出は 、 ゴ くんの父 親 の強 い原動 力 とな った。 重992年に建 設会 社 を設立 した。現

在 は不動 産 会社 に発 展 して 、従 業員 は100人 以上 で あ る。夫婦 一緒 に会社 を経 営 してい る。

【ケ ース3】 カ ン くんの 家庭 カ ン くんの 父親 はL市 の 周辺 の 農村 で生 まれ て、 親 は農 業 に従 事 して

い たbカ ン くんの 父親 は高 校卒 業後 軍 隊 に入隊 し、 同時 に軍隊 の大 学 に入 学 した。 卒 業 して 、あ ち こち

転勤 した が、91年 に現在 の 空港 の 管理 職 に就 い た。 カ ン くん の母 親 はL市 に生 まれ 、親 は タバ コ会 社 の

工場 に勤 めて いた。 母 親 は数年 間商 業 会社 の社 長 を して いた。 カ ン くん の両親 は、 自分 た ちが いい生 活

を得 られ る よ うに、10年 間 ぐ らい頑 張 っ て きた とい う。 その 間、 家庭 の 中心 的 な関心 は、 経済 の 向上 に

あ った。 カ ン くん の家 は、L市 の中心 部 のあ る高 級住 宅 地 にあ る。

3つ の 家庭 の 親 は、 いず れ も昔 の 田舎 あ る いは 工場 労 働者 の 家庭 の 出 身で あ るが 、 それ ぞ れ上 昇 して き

て、裕福 な生 活 を手 に入 れ てい る。 しか し、 生活 の 内容 お よび求 め て いる価 値 にお い ては、 異 な る様 相 が

見 られ る。

4.2下 層 に 落 ち た 労 働 者 家 庭

本論 文 で 、下 層 に属 す る5つ の家 庭 はすべ て労働 者 の 家庭 で あ る。 中 国の 労働 者 階層 は、 歴史 的 に高 い

社 会 的地位 を占 めて い た。新 しい中 国の成 立 と ともに、 労働 者 階層 は、 中 国の リー ダー と して の社 会 的地

位 が確 立 され た。 しか し、 この数 十年 の 問 に、 中国社 会の全 面 的 な改革 の 中で 、都市 労 働 者階層 に対 す る

優 遇政 策 は な くな り、都市 労 働者 の社 会 地位 は著 しく低 下 して い る。 中国社 会 の研 究者 の 問で も、都 市 労

働 者 階層 を社 会下層 に分類 す る よ うに なって い る。

【ケー ス4】 チ ン くん の家庭 チ ン くんの家 庭 は、工 場住 宅 地 の五 階建 て ビル の4階 にあ る。両 親 は中
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国 の 「文 化 大革 命」 を経 験 し、 あ ま り良い教 育 を受 け なか った 。父 親 は、企 業 の低級 管理 職 で あ り、 母

親 は ブル ーカ ラーで あ る。 父親 の勤 務先 企業 の経 営状 況 は 良 くない ので 、時 々何 ヶ月か遅 れ て給料 が 支

払 わ れる ことが あ る。母 親 は一 度失 業 した こ とが る。両 親 の平均 月収 は 、父 親が1200元 、 母親 が600元

で 、L市 の工 場労 働者 の平均 月収 と比べ て 、少 し下 回 って い る。

【ケース5】 ドンさん の家庭 ドンさんの 家庭 は 、L市 東 北部 の あ る住 宅 地の3LKの 部屋 に住 ん でい る。

両親 は 、田舎 か ら専 門学 校 に進学 し、卒 業 して か ら、現 在の エ ア コ ン会 社 に勤 めて いる。 父親 は、会社

の修 理部 で修 理 と会 計 の仕 事 を して い る。 母 親 は、 会社 の 倉庫 管 理職 で あ る。 家庭 の総収 入 は、1,700

元で あ る。L市 の 工場 労働 者 の平均水 準 に達 して いな い。

【ケース6】 サ イ くんの 家庭 サ イ くんの 家庭 は、L市 の周 辺部 にあ る工場 住宅 ビル の2LKの 部屋 に住

んで い る。サ イ くんの父 親 は、高 校 卒業 後2童年 間段 ボ ールの 工場 で勤 め て きたが 、 い ま、工場 は不 景気

であ る。2年 前電 器修 理 の仕 事 を兼 職 し始 め た。 現在 、合 計 収 入は大 体1,200元 で あ る。 母 親 は、高 校 卒

業後 、ず っ と印刷 工場 で働 い て いたが 、昨 年早 期退 職 となっ て、今 の 月収 は600元 で あ る。

【ケー ス7】 コエ くん の家庭 コエ くん の家 庭 は 、工 場宿 舎 の3LKの 部 屋 に済 ん で いる 。 コエ くんの 父

親 は、工場 で 部 品加工 の仕 事 を して い る。母 親 はあ る企 業の 保健 室 で仕事 を してい たが 、企 業の倒 産 で

仕 事 を失 った。現 在 家で セ ー ター加工 の仕 事 に従 事 して い る。 父親 の月収 は600元 、 母親 の 月収 は500元

で、 家庭 の収 入 はL市 で は、低 い水準 であ る。 家庭経 済 の状 況 は厳 しい 。

【ケー ス8】 オ ウ くん の家 庭 オ ウ くんの 両親 は、 と もに中 学校 卒 で あ る。15年 前 農 村 か らL市 に来

た。L市 に来 る前 に、結 婚 して2人 子 ど も を生 んだ 。祖 父 は 「山東省OO庁 」 の庁 長 で あ った が、10年

前 亡 くなっ た。 オ ウ くんの母 親 は、 食品工 場 で仕 事 を してい た が、3年 前 工場 が倒 産 した。父 親 も3年 前

工 場 を解 雇 された 。 その 後夫 婦2人 で新 聞 の販 売 を は じめ た。現 在 毎 日の収 入 は30元 程 度 で、 そ れで 一

家の 生活 を維持 して い る。

以上5つの労働者家庭の経歴から、中国における労働者階層全体の境遇が窺われる。すなわち、中国の

改革開放政策の実施以来、労働者階層の社会地位は急速に低下するとともに、収入、福祉などの面でも、

比較的不利な立場に転落 しつつある。

4.38つ の 家 庭 の 社 会 地 位 の 変 化

3つ の上 層家 庭 は 、そ の上 昇 ル ー トが それ ぞ れ違 う。 オモ くん とカ ン くんの親 が 、学 歴 の獲 得 に よって

社 会的 な上昇 を達成 したの に対 して、 ゴ くんの 親 は、学 歴 とは無縁 な まま、経 済的 な成功 に よって社 会 上

層 へ の 仲 間入 りを果 た した 。 その た め、3つ の家 庭 にお い て は、所 有 資 本 の量 や構 成 は違 う。共 通 して い

る のは経 済 の面 で かな り裕福 な生活 が で きてい る点 で あ る。 高級 住 宅 と車 の保 有 はそ の豊 かな生 活 の象徴

で もあ る。

同様 に、労 働 者階層 の構成 に も、複 雑 な様 相 が見 られ る。 労働 者 の親 は 各階層 か ら労働 者 階層 に入 って

い る。5つ の家庭 の 中 に、祖 父が 大学 の 先生(チ ン くん の祖 父)、 高 い レベ ルの 国家 の管 理者(オ ウ くんの

祖 父)あ る いは 大企 業 の高級 管理 者(サ イ くん の祖 父)で あ る場 合 もあれ ば、 もと も と工場 の労 働者(コ

エ くん の祖 父)や 田舎 の出 身者(ド ン さん の祖 父)で ある場 合 もある。 この現 象 は、 中国 の労働 者 階層 が

1970年 代 末 まで 高 い社 会的 地位 を占め てい た こ とに関連 す る と思 われ る。労 働者 階層 に入 る こ とは、 当時

の 中国 の人 々 に とって 、杜 会的上 昇 移動 で あ った。 従 って 、現 在 同 じ労働 者 家庭 だか らといっ て、 家庭 の

同 質性 が 高 い と断定 す る ことはで きない。

8つ の 家 庭 の社 会 的地位 の 変 化 に見 られる よう に、 中国 の社 会 の急 激 な変 化 に よ って、 社 会の 階層 構造

は大 き く変 わ りつつ あ り、社 会階 層 の構成 の複 雑 な様 相 も生 みだ した 。
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5.家 庭の資本構造と教育戦略

生徒 た ちの 家庭 の資 本 構造 は 、複雑 な様 相 を呈 してい る。 上層 に行 くほ ど、経 済資 本 は豊 富 にな って い

くが 、文 化資 本 には この ような特 徴 がみ られ ない 。 この現 象 は、 中 国の 社会 階層 形成 の段 階 と関係 して い

る と考 え られ る。 各 生 徒 の 家庭 は、 そ の 変化 の過 程 と状 況 に 関連 して 、異 な る教 育 戦略 を用 い て い た。

以 下 、各 家庭 の資 本 の所 有 と教 育 戦略 を分 析 す る際 に、生 徒 の成 績 を基準 と し、 階層 ご とに八 つ の家庭 を

記 述す る。

5.1上 層 家 庭 の 教 育 戦 略

本研 究 の対 象 の 中 に、3つ の 形 態 の文化 資 本 が ともに豊 富 な上 層 家庭 は 、 オモ くんの 家庭 しか ない。 経

済 的 に裕 福 な他 の2つ の家庭 は、文 化資 本 の様相 は必 ず しも豊 か とは い えな い。3つ の家 庭 に見 られ る文 化

資本 の状 況 と教 育戦 略 には 、大 きな違い が存 在 す る。

5,1.1成 績 上 位 の 生 徒 の 家庭 に お け る文 化 資 本 と教 育 戦 略

オモ くんの 成績 は、2学 年 の 冬 試験 で 、 ク ラスの 中 の23番 目で あ る。 上 の3分 の1に 入 って い る。 普通 は

この成 績 で、 名 門高 校 に進 学 す る事 は難 しい。 しか し、卓 球 の試 合 の成 績 が優 秀 な ので 、 中学校2年 とい

う時 点で 、名 門 高校 の 入学許 可 を ほぼ確 実 に獲 得 した。

①高 い教 育へ の 志向

オモ くんの父 親 は、 中国 の教 育制 度 を普通 の親 よ り深 く理 解 して いる。特 にそ の競争 につ いて、 普通 の

方法 で勝 ち抜 くの は並大 抵 の こ とで は ない とオモ くんの父 親 は考 え る。 しか し、 中国 の学校 制 度で は 「特

技 の あ る生徒 」 に対 す る特 別入 学制 度が 設 け られ てい るの で、 オ モ くんの 父親 は、 この制度 の 利用 によ っ

て息子 の 名門 大学 へ の進学 可 能性 を高め よう と して きた。

「い まの中 国で は、進 学 の競 争 が激 しす ぎ ます 。 普通 の子 ど もが い く らが ん ばっ て も、重 点高校 に入学

で きる点数 を獲 得 で きる保 証 はあ りませ ん。 だか ら、 私 はほ かの 道 を考 え ま した。現 在、 北 京大 学、 清

華大 学 な どの大 学 は特技 の あ る生徒 を選抜 す る制度 が あ ります。例 えば、 卓球 に強い 生徒 が 一定 の点 数

す な わ ち普 通 の点 数の70%に 達 した ら、入 学 がで きる とい う よう な特 別 な枠 が あ ります。 また、 重点 高

校 も、 同 じような制 度 を設 け てい ます。 だ か ら、息 子 の卓球 の 訓練 を続 け させ ま した。」

〔オモ くんの 父親 〕

② 文化 的環 境 の整備

オモ くんの 家庭 の変 動 は、 段 階的 な上 昇で あ る。 父親 は 、大 学卒 業後 、ず っ と同 じ研 究所 で 勤め 、業 績

が積 み重 なる と と もに、 地位 も上昇 した 。母 親 は病 院 の勤 務 医 を勤 め てい る。 家庭 の 経済 状 況 は豊 か で、

しか も徐 々 に上昇 してい る。 この よ うな発 展 過程 か ら、 親 自身 が高 い進 取 的精神 を持 ち、子 ど もに も高 い

期待 を持 って い る。 オモ くんの 家で は、 本 をた くさん所 有 して い る。そ して、 オモ くんの父 親 は、 息子 の

勉 強 に も強 い 関心 を持 っ てい る。

「家 で は、 本 は少 な くと も、 玉,000冊ぐ らいあ ります。 しか し、息 子 は卓 球 の訓 練 もあ ります か ら、時 間

的 にた くさん の本 を読 む余 裕 があ りませ ん。 本が あ って も、読 まな い と役 に立 ち ませ ん。 だか ら、息 子

に読 ませ た い本 を、私 が まず読 み 、息子 にふ さわ しい と判 断 した ら、 買 って や ります 。私 は常 日頃か ら

息 子 が本 を嫌 が らない よ うに努 力 しま した。」.

〔オモ くんの 父親 〕

本 をた くさん読 む こ と よ りも、 オモ くんの 父親 は 、息 子の勉 強の 興味 を直 接 に引 き出す方 法 を考 えて い

た。特 に、 息子 が難 しい と感 じる物 理 学 に、 力 を入 れて い る。 オモ くんの父 親 は、物 理 学 の実験 道 具 まで
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家 に用意 してい る。 オモ くんの 家 には 、 コ ンピュ ー ター、電 子辞 書 な ど勉 強 に必 要 な もの は何 で もそ ろっ

て い る。 オモ くんの 父親 によれ ば、 わ ざわ ざ これ らの もの を買 った ので は な く、必 要 に応 じて所 有 す る よ

うに なった のだ とい う。

③ 積極的 な勉 強へ の支 援

オモ くん の家 では 、親 の子 ど もの勉 強へ の積極 的 な関 与が よ く見 られ る。 父親 は仕 事 が忙 しいが 、子 ど

もの勉強 と卓 球 の訓練 の 指導 を毎 日欠か さない ように して い る。そ して 、 オモ君 の 父親 は 、家庭 が子 ど も

に与 える影響 をは っ き り意識 してい る。特 に、親 と して 暖 かい 家庭 の雰 囲気 をつ くって 、子 ど もをその 雰

囲気 の 中で成 長 させ る こ とは、子 ど もに対 して一番 い い早期 教 育 に なる とオモ 君の 父親 は信 じてい る。

オモ くん の家庭 には、経 済 資本 が豊 か で ある。 豪華 な住宅 、豊 富 な本 、 コ ン ピュー ダー 、個 人の勉 強 部

屋 、 そ して学 校 の物理 学 実験 の道 具 まで持 って い る。豊 か な経済 資 本 は、単 に物 質 面で オモ くんの 家庭 生

活 に影響 してい るだ けで な く、教 育 方針 に も影響 してい る。 経済 面 での プ レッシ ャーが な いか らこそ、 高

い教 育 目標 を達 しや すい が一定 の 「危 険性 」 もあ る教 育戦 略 を取 る こ とが で きる と考 え られ る。

5.1.2成 績 下 位 の 生 徒 の 家 庭 に お け る文 化 資 本 と教 育 戦 略

ゴ くんは 、 クラス の中 で は、 目立 た ない生徒 で あ る。 中学校2年 の2つ の学 期試 験 で は、 ク ラスの60番 目

以下 の成 績 で あ った。 成 績 は よ くない が 、あ ま り悪 い こ とは しない。 カ ン くんは 、背 が高 くな い生 徒 で、

ク ラスの 前 の方 に座 って い る。成 績 は 、2年 連 続60番 目以 下 で あ る。 同年 齢 の生 徒 と比 べ て、 まだ子 ど も

っぽ い と母 親 は考 え てい る。

カ ン くん と ゴ くん の家庭 は、す で に高級 マ ンシ ョンや 車 な どを所 有 し、豊 か な生活 を営 んで い る。 この

意 味 で カ ン くん とゴ くん の家庭 は中 国 にお ける経 済 的上層 とい え る。 しか し、文 化資 本 の面 で は、必 ず し

も経 済資 本 の ように高 い とはい え ない。2つ の家 庭 の親 は 、学 歴 の面 で は決 して高 くは ない。4人 の うち3

人が 高校 あ るい は中学 卒 で あ る。 ゴ くん とカ ン くん の親 の従 事 して い る仕 事 、 それ ぞれ の経 歴 はか な り違

う。 しか し2つ の家 庭 の教 育 の戦略 には共通 す る部 分が 見 られ る。

① 子 ど もの教 育 は二 の次

ゴ くん とカ ン くん の家庭 は、 ともに中 ・下層 か ら急 上昇 して きた 家庭 で あるあ そ のた め 、子 どもが小 さ

い頃 、家庭 の 中心 的 な 目標 は経 済 の上 昇 にあ った。 子 ど もの勉 強 には 力 を注が なか った。

ゴ くんが5歳 まで は 、両 親 の 会社 の 創業 期 で あ っ た。 ゴ くん は漢 字 な どを教 わ っ た記憶 は あ ま りな く、

自分一 入 で遊 んで い る 日が多 か った。 そ の頃 、 父親 は とて も忙 しか っ た。母 は 金物 店 を経営 してい た。 ゴ

くん の両 親 は子 どもの早期 教 育 につ いて 考 えた こと もなか った 。子 ど もの教 育 に対 す る ゴ くんの父 親 の態

度 に は、一 定 の矛盾 が 感 じられ る。一 方 で は、子 ど もが い い成績 を取 って 、将来 大学 に行 って欲 しい とい

う期待 を持 って い なが ら、他 方で は 、大 学 に行 か な くて も経 済 的 な成功 を収 め る こ とがで きる と考 えて い

る。 ゴ くんの 父親 は 、 自分 は学 生 時代 に勉 強 は全 然 で きな か ったが現 在 は成功 して い る と、何 回 も口 に し

た6

「実 は 、学歴 さ えあ れば成 功 す る とい うわ けで は ない と思 い ます 。 実力 が ない と役 に立 ちませ ん。 例 え

ば、 私 はた だの高 校 卒で すが 、私 の 企業 に も何 名 もの大 学卒 業 生が い ます 。 だか ら、 自分 の学 歴 が高 く

な くて も、会 社 を作 れ ば、大 学卒 業 生 を雇 用 す る こ ともで き ます 。」

〔ゴ くん の父 親〕

カ ン くんの両 親 は、 自分 た ちが いい 生活 を得 られ る よ うに、10年 間 ぐ らい が んば って きた とい う。そ の

間 、家 庭 の 中心 的 な関心 は、経 済 の 向上 で あ った 。 父親 は、 い まで も、仕 事 は 一番 大事 だ と考 えて い る。

毎 日10時 間以上 仕事 を してい る。母 親 は 、 カ ン くん の小学 校5年 の時 、社 長 の仕事 を辞 めた 。そ の後 、2度 ・

転職 したが 、現 在 、家 の近 くにあ る不動 産 会社 の会 計 を してい る。
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「その 頃、 息子 の 教育 には 、あ ま り力 を注 ぐ こ とが で きませ んで した。 しか し、私 ど も夫 婦 が も しあ ん

な にが ん ば らなか った ら、現 在 の生活 レベル に は達 する こ とがで きなか った と思 い ます。」

〔カ ン くんの父 親〕

中学 校2年 の時点 で 、親 は カ ン くん の進学 につ いて 、悲観 的 な考 えを持 って い る。 い ま考 えて いる のは、

「高校 に行 か な い と、将 来仕 事 が きわめ て難 しい か ら、普 通 の高 校 に は絶対 行 か せ たい。 その後 、 カ ン く

んの勉 強状 況 を見 て、 どうす るのか を決 め る」 とい うこ とで あ る。

②文 化 的 な環境 の 欠乏

経 済 的 に豊 か に な った2つ の家庭 には 、意 外 と文 化資 本 は 乏 しい。 経 済 的資 本 が、 子 ど もの勉 強 に役 立

つ 「文 化資 本」 に転 化 で きる とは言 い切 れ な いので あ る。 ゴ くんの 家 で は、 コ ン ピュー ター以 外、 あ ま り

子 ど もの勉 強 に関係 す る もの は見 られ ない 。家 の 中 に、雑 誌 を含め て 、本 が わず か20冊 しか ない。 カ ン く

んの家 で も、大 体 同 じような事 が見 られ る。 カ ン くんは週 に一 回週 刊 誌 を買 って いる が、 両親 は あ ま り本

を買 わない 。 カ ン くんが 読 み終 わ った ら、親 が読 む とい う。

③ お金 の投 入 と勉 強 の子 ど も任せ

2人 の生 徒 の親 は 、 と もに子 ど もの勉 強 に対す る積極 的 な 支援 が少 ない。 経 済 的 に豊 か にな る に伴 って

支援 が 多 くな る場 合 で も、時 期 的 に遅 い点 、方法 が 欠如 してい る点 にお いて特 徴 的で あ る。

ゴ くん が5歳 に な る頃 、 両親 は 経済 的 に豊 か に な って い た。 しか し、 会社 の経営 は一 層忙 し くなっ た。

そ の時 、私 立学 校が 、 初め て山 東省 に設 立 され た。 ゴ くん の両 親 は、子 ど もを教 育 す る時 間 と精力 が ない

た め、教 育 の質 の高 そ うな私立 学校 に息 子 を入 れ る こ とに決め た。 重993年に ゴ くんは 家か ら離 れ て、「山東

省 の青 島市 にあ る私 立学 校 に入 学 した 。 しか し、私 立学 校 の教 育の 質 は ギ くんの親 の期 待 す るほ どで は な

か っ た。結 局小 学校4年 の時 、 再 びL市 のY小 学校 に転校 した。子 ど もの早 期 教 育 につ いて 、 ゴ くん の父

親 は、 こ う語 ってい る。

「5歳の時 、息 子 を山東 省 の初 の私 立学 校 に入 れ ま した。 自分 は子 ど もを教 育 す る時 間 と精力 は あ りませ

んか ら、い い教 育 を息 子 に受 け させ た いの で 、私 立 学校 に行 かせ ま した。 実 は 、息 子 の教 育 に既 に50

万 元以 上 のお 金 を投 資 し ま したが 、'効果 はあ ま りなか っ た よ うです 。少 し悔 しいで す。」

〔ゴ くんの父 親〕

カ ン くんめ早 期教 育 につ いて 、両 親 はほ とん ど何 も しなか った とい っ て もいい。 カ ン くんが 生 まれ てか

ら5ヶ 月 後、 田 舎の 祖父 母 の家 に預 け た。 そ して カ ン くん は、小 学 校4年 まで、 ず っ と祖父 母 の所で 育 て ら

れ てい た。 カン くんの 父親 は、 自分 が幼 い 頃早 期教 育 を受 け た経 験 が なか ったた め、 息子 の早 期教 育 につ

い て考 え も しなか った。

中学校 二 年 にな つた現 在 、 カ ン くん の両 親 は、息 子 の勉 強 を気 に して い る。 何 とか しよ う とい う気持 も

イ ンタ ビューか らよ くわか る。も とも とカ ン くん は別 の通 学 区の学 校 に入学 しな けれ ば な らなか った ため、

カ ン くんの 親 は、 カ ン くん をい まの学 校 に入 れ るた め に、 置万元以 上 の お金 を 出 した とい う。

上 層 の生 徒 の家 庭 に共 通 す るの は 、家 庭 の経 済資 本 の豊 富 さで ある 。3人 の 生 徒 の家庭 は、 か な りの経

歴 の違 いが存 在 す る ものの 、中 国 の社会 変 化 に と もな って 、社 会 の下層 か ら、上層 へ と移動 した。 しか し、

3つ の家 庭 は 、親 の学 歴 、職 業 、経 歴 の違 い に よって 、 それ ぞれ 違 っ た教 育戦 略 を採 って きた 。特 に、家

庭 の上昇 過程 の 違 いは 、家 庭全 体 の生 活ス タイル の違 い を もた ら し、 さ ら に、 異 な る親子 関係 をつ くりだ

した。

上 層 家庭 の経 済資 本 の有 利 さが 、直接 に子 どもの成 績 とつ なが らない こ とは、 明確 に な った。経 済 資本

の有 利 さが 、子 ど もの いい 成績 に転 化 す るた め には、 一定 の 「媒 介」 が必 要 であ る。 す な わち、 親 の子 ど

もの教 育 に対す る態 度 、子 ど もの教 育 への 関与 、家 庭 の 「文化 的資 本 」 の蓄積 な どが、子 ど もの学業 成績
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に密 接 に関係 す る。 これ らの 「媒 介」 が な けれ ば、 家庭 の経 済資 本 は、子 ど もの勉強 につ なが らな い こと

が 本節 で明 らか に なっ た。

5.2下 層家庭に見 られる教育戦略

中国社会の変化の中で、下層階層の子どもにとって社会的上昇移動の手段はほぼ学校教育に限られてい

る。そのことは労働者家庭の親たちの共通認識となっている。本研究においても、5つの労働者家庭の親

たちは、子どもの教育に対 して高い期待を抱いている。

労働者家庭は共通 して、経済的には不利な立場に立たされている。しかし、共通する階層的な背景の中

で、各労働者家庭に見られる教育戦略にはかなりの違いが存在しているのも事実である。教育戦略の相違

は、労働者家庭の子どもの学業達成に対して影響を与えて、いると考えられる。本節では、成績のいい労働

者家庭の生徒とそうでない生徒の家庭をそれぞれの教育戦略に焦点を当てる。

5.2.1成 績 上位 の 生 徒 の 家 庭 に お け る文 化 資 本 と教 育 戦 略

労 働者 家 庭 の生 徒 の なか で、 チ ン くん 、サ イ くん と ドンさ んの3人 は いい成 績 をお さめ て いる。 チ ン く

ん は、2学 年末 の試 験 で学 年 の 第5位 で あ っ た。 ドン さん は、 ク ラス の中 で、 ず っ と第3番 目の 成績 で 、学

年 の中 で も、20番 目の好 成績 を収 め てい る。 サ イ くん は ク ラスの 中で2年 連続2番 ・で 、学 年 中 では8番 で あ

る。3人 の 生徒 の親 た ちは、 そ れぞ れ の企 業 で、 そ れぞ れ の職 業 に従事 して い る。子 ど もの教 育へ の情 熱

とそれ な りの ノウハ ウ を持 つ のが 共通 に見 られ る特 徴 であ る。

① 高 い教 育へ の期 待

3人 の 労働 者 家庭 の 親 た ちは 、子 ど もの教 育 達成 に相対 的 に高い 期待 を持 って い る。 親 た ちは 自分 自身

の経 歴か ら、そ して現 在 の社 会変 動 か ら、学 歴が 子 ど もに対 して きわめ て大 きな意味 を持 ってい る こ とを

悟 って い る。3人 の子 ど もの 親 た ちは、 大学 に行 くこ と を労 働 者階 層 か ら脱 して 社 会地位 を向 上 させ る ほ

ぼ唯 一の ル ー トと考 えて い る。 この よ うな認識 は親 た ちの子 ど もへ の高 い教 育期 待 と繋 が ってい る。

サ イ くん の両 親 に とって 、子 ど もの勉 強 の動 機 づ け は、 か な り明確 で現 実 的 であ る。 現在 の 社 会 では 、

高 い学 歴 を持 た なけ れ ばいい仕 事 を手 に入れ られ ないか ら、 息子 を どう して も大 学 に行 かせ たい 。サ イ く

んの 父親 は、 大学 の学 歴 の重 要性 を息 子 に伝 えて いる 。

「将 来 、い い仕 事 、 いい収 入 が ある こと こそが生 存 の 条件 です 。 い まの勉 強 は㍉将 来 の仕 事 と関 連 して

考 え るべ きだ と、時 々息 子 に話 して い ます。」

〔サ イ くんの 父親〕

ドンさんの 両親 は 、学歴 を重視 し、 娘 の進学 につ いて は、 大学 まで 行 って ほ しい と願 って いる 。娘 がか

な りが ん ば ってい る ので 、あ ま り学習 の事 に口 をは さまない が、 時 々社会 の変 化 や 自立力 の:重要性 につい

て話す 。特 に娘 に良い 環境 を作 ってや る事 の重 要性 を よ く認 識 して い る。

「親 は子 ど もの勉 強 にそ ん な に大 きい 影響 を与 えて い る とは言 え ませ ん が、 親 と して子 ど もの勉 強 を重

視 しなけれ ば な りませ ん。時 々職 場 の こ とも娘 に話 します 。われ われ は、仕 事 を一生 懸 命や って い ます。

そ う しな けれ ば、解 雇 され る。 失業 す る と、怖 いで す よ。 だか ら、 生徒 の本 業 は勉 強で す。 成績 は 重要

です 。」

〔ドン さんの母 親〕

チ ン くんの場 合 、親 は子 ど もが 大学 に行 くこ と、そ して 名 門大学 に行 くこ とを当た り前 の よ うに考 えて

い る。そ の 自信 は 、チ ン くんの いい 成績 か ら得 られ てい る面 もある だろ う。 しか しチ ン くんの小 さい時 に、

この 目標 は すで に確 立 してい た とい う。 「息 子 が大 学 に行 か な い こ とな んて 、考 え もしなか ったで す。 大
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学 に入 らない と、 貧 しい生 活 しか で きな いか ら」 とい うチ ン くん の父 親 の話 には、 労働 者家 庭 の親 の高 い

教 育期待 の背 後 に潜 んで い る不安 が 表れ てい る。

② 社会 関係資 本 に よる 「周辺 的文 化 資本」 の 獲得

労働 者 家庭 にお い て 、親 の学 歴 に代 表 され る 「制 度 化 され た文 化資 本 」 と本や コ ン ピュ ー ター な どの

「客 体 化 され た文 化資 本」 とは 、 ともに多 くな い。 これ らの文 化資 本 は 、P,ブ ルデ ュ ーの文 脈 か ら言 え

ば 、「個 人 的」 に存在 す る文 化資 本 で あ る。 しか し、労 働 者家 庭 の イ ン タビュ ー調 査 を通 じて、文 化 資 本

の他 の存 在形 態 を発 見す るこ とが で きた。 それ は 「周辺 的文 化資 本」 の 存在 で あ る。3人 の生 徒 の家庭 は 、

社 会関係 資本 を通 じて、 周辺 的文 化資 本 の獲得 の 戦略 を取 ってい る現 象が 見 られ てい る。

「周辺 的文 化資 本 」 とは 、個 々の 家庭 には存在 しな いが 、そ の家庭 の 周 りに存 在 す る形態 の文 化資 本 で

あ る。親 族 や職 場 仲 間の 中 に存 在 す る高等 教 育経 験 者 は、 そ して 、各 家庭 の周辺 にあ る利 用 可能 な書 物 、

絵 画 、辞 書、 道具 、機 械 な ど 「周辺 的文化 資本 」 を労働 者 家庭 の成 績 の良 い生 徒 は よ く利用 してい る。

チ ン くんの祖 父 は 、大 学教 師で 、 チ ン くんの小 さい時 か ら、チ ン くんの教 育 に力 を入 れて いた 。サ イ く

んの 祖父 はあ る工 場 の社 長で あ った 。学 歴 は高 くないが 、職 場で い ろい ろ教 育 を受 けた 。祖 父の 指導 に よ

って 、サ イ くん は読 み書 きの 習得 な どが 早か った。 また 、チ ン くん 、サ イ くん と ドンさんの 親 は、職 場 に

お け る高等教 育経験 者 との交流 も多か っ た。

「中学校 に入 った後 、初 めの2ヶ 月 は、娘 はす ご く緊張 してい る よ うで した。特 に英 語 は難 しそ うで した 。

大学 を出た 同僚 か ら、 英語 の勉 強 の近道 はな いが 、 よ く読 む、 よ く聞 く、 よ く話 すの が、 一番 有効 な方

法 だ と言 わ れ ま した。 これ を娘 に話 した ら、 緊張 が大 分 や わ らげ られ、 だ んだ ん落 ち着 き ま した。」

〔ドン さんの母 親〕

同時 に、3つ の 家庭 の子 ど もは 、音 楽教 室 、 美術 教 室 、少 年宮(子 どもセ ンター)あ るい は 本屋 を よ く

利 用 してい る。

「小 学校 の3学 年の 終 わ る頃、勉 強 ば か りさせ て いて もど うか と思 って、何 か習 い事 を しない か と娘 を誘

い ま した。 そ れか ら、『少 年宮 』 で電 子 オ ルガ ン と絵 を習 い始 め ま した 。電子 オル ガ ンの勉 強 は1年 半 ぐ

らい続 け ま した。絵 の 勉強 は 今で も続 け てい ます 。」

〔ドン さんの母 親〕

以上のように、家庭の 「周辺的文化資本」の存在は、特に労働者家庭の子 どもの学業達成において大き

な意味を持っている。しかし、「周辺的文化資本」の利用は、家庭の社会関係資本の所有状況と緊密に関

係する。つまり、コールマンのいう社会関係資本は、「周辺的文化資本」への接近において大きな役割を

果たすといえよう。労働者家庭の周辺的文化資本の獲得に影響する社会関係資本は、家族内社会関係資本

と、家族外社会関係資本の2つの形態が存在する。

家族内の杜会関係資本は、親族の血縁関係から自然にできたつながりに由来し、その繋が りの緊密さに

よって、親族内の周辺的文化資本を共有することが可能になる。家族の中に大学経験者が存在すれば、こ

の文化的資源の共有の効果をさらに増大させることになる。家族の助け合いは、違う世帯の資源を補い合

う効果をもたらす。

「私 の 働い て い る工場 に は大学 を卒業 した 人が 何 人 かい ま した 。 よ く子 ど もを工 場 に連 れ て行 って、 そ

の 人た ちと話 を させ まし た。 時 にはそ の 人た ち を家 に招 いて 子 ども との 交流 の機 会 をつ くった こ と もあ

ります。 子 どもは よ くその 人達 に褒 め られ ます よ。」

〔チ ン くん の父 親〕

家族外の社会関係資本も、子どもの学業達成に重要な作用を持っている。職場仲間からは、子どもの教
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育 に関 す る情 報 や助 言 を もらえる。 親 と学校 の 先生 が よい 人 間関係 を保 持す るな らば、 子 どもは学校 生 活

にお いて、先 生 の 関心 と各種 の チ ャ ンス をよ り多 く獲 得 す る ことに なる。

「学 校 の 先生 との関 係 を とて も重 視 します。 息 子が 、 小学 校 に 入 った とき、私 は先 生 に手紙 を書 きま し

た。先 生 は喜 んで くれ て、息 子 に も注 目 して くれ る よ うにな りま した。 小学 校 か ら今 まで 、prA会 には

全 部 出席 して い ます。」

〔チ ン くん の父親 〕

社 会 関係 資 本 に よる 「周辺 的 文化 資 本」 の獲 得 は、成 績 の いい3人 の家 庭 に とって、 自分 の家庭 の文 化

資本 の不 足 を補 う意味 を持 って い る。 この戦 略 に よつ て、3人 の家 庭 は文 化資 本 の 障害 を乗 り越 え る事 が

出来 た とい え よう。

③ 積 極的 な勉 強支援

三 人の 生徒 の親 は 、小 さい と きか ら、子 ど もの勉 強 に熱心 な指 導 を行 って い る。 そ して、 今 の段 階で は

子 ど もの勉 強 内容 は だ んだ ん分 か らな くな って い る と言 うが 、子 ど もの勉 強 の協 力 や精神 面 の サポ ー トを

重視 して い る。

サ イ くん は、小 さい時 か ら質 問が好 きで、 好奇 心 に溢 れ てい た。 親 は この特徴 を よ く捉 えて い た。息 子

の問 いか け を大事 に して 、で きるだ け正 し く答 えて や る ことは 、サ イ くんの 両親 の原 則 であ っ た。特 に何

か を計 画 的 に行 った わけ で はな いが 、サ イ くん の両親 は、普通 学 校 で教 えて い る内容 を早い うち に息 子 に

教 えた。

「小 学 校 の時 は 、息子 の 勉 強 の手伝 いや 、具 体 的 な指 導 を多 くや りま した。 その 頃、 勉 強 の内容 は まだ

や さ しか った です 。主 人 は理科 系 の科 目の 成績 が よか った し、私 も文 学が 好 きで 、い ろ い ろな助 言 を し

ま し た 。」

〔サ イ くんの母 親〕

ドンさんの 母親 は 、娘 が小 さい頃 、そ の勉 強 に積 極的 にかか わ って きた6幼 稚 園の選 択 で は、有 名 な幼

稚 園 を選 び、苦 労 して毎 日遠 い と ころの幼 稚 園 に通 わせ てい た 。そ して}小 学校 や 中学 校 のほ じめ 頃 まで

は、 よ く勉 強 を手伝 った り、 ア ドバ イス を した りして い た。

チ ン くんの 親 は、子 ど もの勉 強 にたい す る指導 は 、中学1年 の 時 に も うす で にで きな くな った とい うが、

職 場 の大学 卒 の人 や大 学 の先生 で あ る祖父 の力 を借 りて子 ど もの勉 強 を積 極的 に支 援 してい る とい う。

成績 の い い労働 者 家 庭 の生 徒 た ちの家 庭 は 、必 ず し も豊富 な教 育的 資源 に恵 まれて い る とは い えな い。

しか し、 これ らの 家庭 は 、両親 の教 育 熱心 さか ら、早 期教 育 の実 施 とい う戦 略 を採 っ た。 この 早期教 育 の

成功 に よって 、子 ど もは小 学校 入学 の段 階で す で に有利 な立場 を獲得 してい る。そ して 先生 か ら誉 め られ

た り、 ほ かの子 ど もか ら尊 敬 され た り して、 自分 も満足 感 を味 わ う中で 自尊心 も形成 され、 これが 更 なる

勉 強の動 機 づ け とな って 、高 い学力 につ なが っ てい る。 同時 に 、家 庭 で 限 られ た文 化資 本 を十分 に利 用 す

る こ とに よっ て、家 庭 要因 と学校 要 因 の相乗 効 果が もた ら され 、子 ど もの いい成 績が 維持 され る。以 上 が、

い い成績 の 生徒 が形 成 される メ カニズ ム とい える だ ろ う。

5.2.2成 績 下 位 の 生 徒 の 家 庭 に お け る文 化 資 本 と教 育 戦 略

コエ くん は とて もま じめな生 徒 で 、 ロ数 も少 な い。2学 年 の学 級試 験 は 、 コエ くん は、 ク ラス の 中で68

番 目で あ る。 オウ くん は ク ラスの 授 業 に、 半分 以 上 出席 してい な か った ため 、1年 生の 時 の成 績 は ク ラス

の70番 目で 、2年 生 か らは 試験 に も参 加 してい ない。 よ くほか の生 徒 と喧 嘩 した り、 タバ コ を吸 っ た りし
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て、先 生 た ちを悩 ませ て い る生 徒 であ る。2人 の生 徒 は学校 の 適応 状 況 は ちが うが 、 家庭 に は よ く似 てい

る部分 が あ る。

① 高 い教 育 目標 の放 棄

二 人 の生 徒 の家庭 で は、 親が教 育 の重 要性 を認識 してい る に もかか わ らず 、家 庭 の経 済状 況 と子 どもの

成績 不振 に よって、 早 い うちに高 い教 育 目標 を放 棄 した。

コエ くんの進 路 につ いて 、母 親 はか な り悲 観 的 な見通 しを持 って い る。大 学 に行 く可 能性 は もう諦 め て

いる よ うで あ る。コエ くん の親 は、普 通 の高校 に息子 を行 かせ る意 味 は ない と決断 し、職業 高校 に行 かせ 、

早 く仕事 に就 か せ る こと を計 画 して い る。

「息子 は高校 にあが れ な い と思 い ます。 高校 、 大学 に行 かせ た くない訳 で は ない です が 、 それ は現 実性

が あ りませ ん。 息子 には手 に職 さえあ れば 、仕 事 を見 つ け て、 生活 を保証 で きる と思 い ます。 だ か ら、

息 子 は専 門学校 に行 って、技 術 を身 につ け て 自立す る しか ない と思 い ます。」

〔コエ くんの母 親 〕

オ ウ くん の母親 は 、現 在 の社会 に おい て大学 に行 くこ とが 子 どもに とっ て非 常 に重 要 であ る こ とはわ か

って い る。 成績 が よけれ ば 、借 金 を して も息子 を大学 に行 かせ た い と考 えて い る。 しか しそ の気持 ちは 、

なか なか息 子 に伝 わ らな い ようで あ る。

「現 在勉 強 しな い と、将 来社 会 人 に な った ら、 きっ と後 悔 す る と時 々言 い ます け ど、.全然 聞 い て くれ ま

せ ん。」

〔オ ウ くんの母 親 〕

② 資本 の少 な さ

2つ の 家庭 の共 通 点 は、子 どもの勉 強へ の 投資 の少 な さで あ る。子 どもの勉 強 に必 要 と され る物 も足 り

ない。 コ手 くん は 自分 の部 屋 を持 って い るが 、コ ンピ ュー ターが ない し、本 な どの 「文 化資 本」 も少 ない 。

オウ くんの場 合 は 、勉 強部屋 、 コン ピュー ター 、本 な ど何 も持 って い ない。

「家 に は、古 い本 、学 校 か ら配 られた 本、 そ して娯楽 、 体育 雑 誌 な ど全部 で20冊 ぐらいで す。 学校 か ら

配 られた 英語 の読 み物 もあ ります が 、読 んで もあ ま り役 に立 ち ませ ん。」

〔コエ くん フ ィール ドノー ツ〕

また 、2人 の生 徒 の家 庭 は、 子 どもの勉 強 に役 立 つ社 会 関係 資 本 も少 な い。 オ ウ くん は故 郷で あ る河 北

省 の農 村 で生 まれ 、3歳 まで は、 そ こで 祖母 と一 緒 に過 ご してい た 。 その 後 、祖 母 に連 れ られ てL市 に来

た。親 戚 は、大 体 故郷 に住 んで い る。L市 に は、 父親 の妹 の 一家 が い るが 、年 に数 回 しか会 え ない 。 コエ

くんの 両親 の 家族 は 、大 体L市 に住 んで い るが 、 以前 か らあ ま り交 流 は多 くない 。特 に、近 年 、 コエ くん

の両 親 は、 生活 の維 持 に精 一杯 で 、親 戚 た ちと顔 を合 わせ る こ と も少 な くな って お り、せ いぜ い年 に1、2

回みん なで 集 まる程 度 であ る。 そ して 、家庭 以外 の ネ ッ トワー ク も少 ない とい う。

「現在 は工 場 に勤 め てい ませ んの で 、仕事 仲 間 はい ませ ん。 子 どもの教 育 につ いて の情 報 は少 ないで す 。

これ は仕 方 ない です。」

〔コエ くんの母 親 〕

③ 子 ど もの勉 強 は学 校 まかせ

二人 の生 徒 の親 は、 自分 の学 歴 が低 い とい う理 由で 、子 ど もの勉 強 につ い て無 力感 を抱 い てい る。 そ し

て 、学校 の先 生 に大 い に期待 して いるが 、 その期 待 は先 生 に も応 え切 れな い部分 が 大 きい。`
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コエ くん の両 親 は、 と もに高校 卒 で ある が、 自己評 価 は高 くない 。 「文化 大革 命 」時 の高 校 生 であ る こ

とが 、 その理 由 の1つ であ る。 コエ くんへ の勉 強の援 助 は、小 学校 の時 に は少 しあ っ たが 、援 助 の仕 方 が

わか らないた め、 だ んだ んな くな って いっ た。 コエ くんの母 親は 、 この事 につ い て戸惑 い を感 じて い る。

「現 在 、息子 の 成績 は クラス の 中で も悪 い方 にな りま した。 私 は本 当 に仕 方 の な い人 間で す 。悪 い成 績

を見 る と、頭 に きて 、叱 る こ と しかで きませ ん。息 子 の頭 は悪 くない と思 うの です が 、 ど う して成績 が

上が らない のか 、わ か りませ ん。」

〔コエ くんの母 親〕

学 校 の教 育 の仕 方 につい て、 コエ くんの母 親 は不 満 を持 って い る。 自分の 息子 が あ ま り重視 され てい な

い か らだ とい う。学校 との 関係 につ いて 、 コエ くんの 母親 は こ う言 った。

「息子 はいつ も教 室 の後 ろ に座 ら されて い ます 。 しか も、周 りは、勉 強 が 出来 ない子 ば か りです 。 も し

周 りに勉 強の 出来 る子 が いれ ば、 多分 息子 に良い影 響 を与 えて くれ る と思 い ますが 、先 生 はそ う して く

れ ませ ん 。 自分 の子 どもは成績 が よ くな いので 、恥 ず か しくて、先 生 に この要 求 を話 す こ とが で き ませ

んで した。 現在 、町A会 に さえ出席 した くな くな りま した。」

〔コエ くんの母 親〕

オ ウ くん の家庭 には 、亡 くなった祖 父 以外 大学 経験 者 は い ない。親 は農村 で教 育 を受 けた が、 と もに中

学校 までで あ る。 オ ウ くん の親 は、息 子 の教 育 に何 の手 だ て もな く、 もう先 生 しか頼 れ る人 はい ない とい

う。

「担 任 の 先生 には、 い ろ いろ ご迷惑 をか け ま した。 親 と して無 力 で 、 とて も恥 ず か しいで す 。時 には先

生 に頼 み ます。 も し、 息子 が何 か悪 い こ とを した ら、先 生 は殴 って もい い と言 った こ と もあ ります 。」

〔オウ くんの母 親 〕

以 上 の よ うに2人 の生徒 の 家庭 に経 済資 本が 相対 的 に少 ない事 はい うまで もない。 そ して2つ の 家庭 の共

通 点 は 、子 ど もの勉 強 へ の投 資 の少 な さで あ る。2つ の 家庭 の 両親 は 、高 校卒 と中学 校 卒 の学歴 を持 っ て

い る。 この点 で は、 ク ラス の普通 の家 庭 とあ ま り差 は ないが 、 これ らの 親 は 自分 の学 歴 に 自信 を持 って い

な い。 この ため小 学校 の 時 か ら、子 どもの勉 強 に対す る指導 と支援 が 少 ない 。 この よ うに親 が所 有す る知

識 、物 事 の見 方 、子 ど もの勉 強 に対す る態度 か ら生 み出 される家 庭 の知 的環境 は、 よい とは言 えない 。 イ

ン タビュ ーの 時点 で 、2人 の 親 は、 子 どもが大 学 に 入 って欲 しい と言 っ てい たが 、 実は 子 ど もが小 学校 の

頃成績 は よ くなか った ため 、すで に大 学 に行 く可 能性 が な い と判 断 して いた 。そ れ故 、親 の子 ど もの教 育

へ の 関与 の 度 合 と意欲 は、低 い水 準 に留 ま ってい た 。言 い換 えれ ば、2つ の 家庭 は 、子 ど もの教 育 に対 し

援 助 す る能 力 、 意欲 は と もに欠 け て いた とい うこ とに な る。 この2つ の家 庭 は 、子 ど もの 教 育 につ い て 、

学 校 に大 き く依存 してい る。 親 た ちは、 自分 の能 力、 時 間、経 済 力の 弱 さか ら、 自分 の子 ど もの教 育 を学

校 側 あ るい は先生 が もっ と重 視 して欲 しい とい う意識 を強 く持 って い る。 イ ンタ ビュー 中、 コエ くん の母

親 は 、学校 が 自分 の子 ど もにあ ま り関 心 を示 さない こ とに対 す る不満 を語 ってい るが 、 この ような要 求 を

学 校側 に伝 える勇 気 もなか なか 出 ない。 そ して、 この よ うな学校 側 に対 す る不 信感 か ら、学校 へ の協 力 も

少 な くなって い た。 オ ウ くんの親 は、 担任 の先 生 に 自分 の子 ど もの全 て を一任 したい とい う考 えを持 っ て

い るが、 学校 と先生 は これ に応 じきれ ない こ とが わ か って い る。2つ の家庭 の親 は 、学校 の 運営 と仕組 み

につい て 、あ ま り馴 染 ん でい ない こと もあ って、学 校 に大 き く期待 して いる に もかか わ らず 、学 校 、先 生

との交 流が う ま く行 って いない ようで あ る。
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5.3文 化資本 と教育戦略の可能性

中国の各階層の家庭における文化資本の所有状況には、複雑な様相が見られた。階層間そして家庭間の

文化資本の配分は不均衡である。その原因は、2つ考えられる。1つは、中国における急激な社会構造の変

化によって上層に上がった家庭には、経済資本は豊富になったにもかかわらず、文化資本の蓄積が伴わな

かった家庭も存在する。つまり、上層階層における 「下層文化」の存在である。もう1つは、労働者階層

の中に、文化資本の蓄積が相対的にできる家庭が存在することである。中国の労働者家庭には、欧米の諸

研究に見られるような労働者家庭の子どもの教育に対するアスピレーションの低さ、あるいは学校文化に

抵抗する 「反学校文化」の存在はほとんど確認できなかった。むしろ中国の労働者家庭では、子どもの学

業達成や子どもの学歴獲得に高い期待を持つのが一般的である。中国では社会的地位の低い家庭こそ、教

育を通じて子どもの社会上昇を測ろうとする意識が強い。下層家庭にはいまや 「教育」を通じてしか子 ど

もの社会上昇手段がないという親の認識が共通に存在していることが推測できる。それと関連 して、下層

階層の中に、経済的制限を受けながら 「周辺的文化資本」の獲得、そして文化資本の蓄積が相対的にでき

る家庭も存在する。

文化資本の多少は、各家庭の教育戦略と関連 して、子どもの学業達成に影響する事は言うまでもない。

上層の家庭のなかで、文化資本が不足する家庭においては、経済資本による子どもの教育機会の獲得に影

響する戦略が見られるが、その効果はその親たちが思っているより小さい。反対に、労働者家庭では、文

化資本の獲得の努力によって、子どもの学業達成を高めようとする戦略が幾分成功している。

また、「周辺的文化資本」と社会関係資本における差異の分析によって、社会関係資本が子どもの学業

達成にもたらす影響も明らかになった。ここには労働者家庭の子どもの学業達成における社会関係資本の

可能性を読み取ることができる。労働者家庭の社会関係資本は、構造的な経済資本と文化資本の不足とい

う不利益を補う役割を果たし、その階層的な障害を乗り越える可能性を示している。

6.考 察

中国の 急激 な社 会 変動 は、短期 間に社 会 階層 の分 化 を もた ら した 。特 に経 済資 本 の所 有 の変化 は大 きい。

近年 指摘 ・されて きた中国 社 会 にお ける貧 富 の格 差の 拡大 とい う現 象 に よって、 本研 究 にお いて も明 らか に

な った よ うに、 上層 の家 庭 の収 入 は労働 者家 庭 のそ れ と比べ て10倍 あ るい は数 十倍 の差 を見 せ てい る。 親

た ちの社 会的 地位 の 変化 は 中国 の社 会構 造の 変 化 に左 右 されて い るが、 学歴 の獲 得 によ る社 会上 昇 と、経

済資 本 の獲得 に よる社 会 的地 位 の 上昇 とい う2つ の 上昇 ル ー トが本 硬 究 にお い て確 認 され た。 同時 に、 労

働者 階級 の構 成 の複 雑 な様相 が 明 らか に なっ た。労 働者 階層 の 構成 員 の 中に は、 田舎 の出 身者 や労 働者 家

庭 の出 身者 だ けで はな く、知 識 人の 息子 や企 業 の高 級管 理者 の 息子 もい る。 これが 中 国の い まの階層 の 構

成の 特色 とい えよ う。

現 在の 中国 で は、教 育 達成 の 価値 は、・.各階層 にお い てか な り高 い評価 を得 て い る。つ ま り、 高い 学歴 が

子 ど もの 社会 的 地位 の上 昇 に重 要 な意義 を持 つ こ とは、 どの階層 の 家庭 で も認 め られ てい る。学 歴 は家庭

の地位 の 上昇 、維 持 の重 要 な手段 と して 、既 に競 争 の対 象 となっ てい る。労 働 者階層 の親 も、 その 意味 は

十分認 識 して い る。確 か に中国 は、 大学 の進 学 率、 国民 の大 学 卒業率 な どの面 で は、 まだ低 い水 準 に と ど

まってい る。 しか し、社 会上 昇 、階層 形 成 の メカニ ズ ム は、す で に 「学 歴社 会 」の様 相 を呈 してい る と言

って いい 。 この 「学 歴社 会」 の現 実 が、 都市 部 のあ らゆ る階層 の意 識 に浸透 して い るこ とは、 本研 究 にお

いて も明 らか に な った。 この教 育 へ の熱 い期待 は、 中国 の社 会の教 育競 争 を煽 ってい る。

しか し、 中国 にお いて は、 階層 に よる経 済 資 本分 布の 不均 衡 に よ って、各 階層 にお け る学 校 制度 に影響

す る力の違 い が現 れ て きて いる 。家庭 の資 本 は 上層 に行 くほ ど多 くな り、 その差 も大 き くな ってい るの が

現 代 中国 の現 実 であ る。 上層 の 家庭 が、 多額 の お金 を出 して子 ども を名 門学 校 や私 立学 校 に行 かせ る現象

は、 本研 究 で も見 られて い る。 そ れに対 して 、労 働 者 の下層 階級 、 あ るい は失 業者 、 半失 業者 の家庭 は、

あ らゆ る面で 資 本 の低 下状 況 に陥 って い る。 収 入の 激減 、職 場 の 喪失 、 家庭 関係 の不 安定 な どの 現実 は、

これ らの 家庭 の子 ど も教 育へ の 「投 資 」 を不 足 させ て い る。 金 銭で 学校 を選 択 す る とい う現 象 は、現 在 の
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中国の公的教育に、既に階層分化が入り込んでいることを意味する。中国における分化 しつつある各階層

の家庭には、その所有する経済資本によって、子どもの教育機会に与える影響に大きな差が存在する事が

本研究で明らかになった。中国における教育の公平性に関する問題の深刻さは、社会問題化する可能性を

秘めている。

しかし、学業達成において成功を収めた労働者家庭の中に見られたように、社会関係資本による 「周辺

的文化資本」の獲得の戦略は、階層的構造の制約を乗り越える可能性を示している。その戦略を可能にす

る条件とその限界について、より包括的な研究が必要であるが、それを今後の課題にしたい。

<注>

1)本 研究 は中国社会の上層 と下層の分析 を目的 としたため、中間層 の家庭の インタビュー を実施 しなか った。な

お社会階層の分類は、中国社会科学院の陸学芸 らの標準 に従 う。上層家庭 は国 と社会の管理者 、大企業の経営

者 、企業主そ して専 門職 の親 を持つ家庭 を指す。そ して下層を各種企業で非管理、非専 門職 を従事す る肉体労

働あ るいは半肉体労働者 の親 を持つ労働者家庭 を指 す(陸 学芸2002)。

2)個 人情報 を保護す るために、本研究においては生徒 の名前 は仮名で表示 している。.
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